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１．４月～９月の活動 
４月 おもしろプロジェクトの採用を受けてグループの拡大のため、新入生を中心に勧誘をした。 
５月 ツアーの概要を決め、日程を決めた。 
６月 ツアーでの宿等の予約、東北の学生との意見交換。広報活動 
７月 広報活動。 
８月 参加者との交流、直前のツアーの内容確認 
９月 ツアー 
 
２．スタディーツアーの内容 
９月９日 
山口大学―――防府東ＩＣ～～(車中泊)～～ 
１７：３０ 
９月１０日 

～～仙台ＩＣ――仙台駅――桃生津山ＩＣ――南三陸町「さんさん商店街」――五大堂―― 

       ９：００（現地バスに乗り換え） 

―瑞巌寺―青葉城跡―仙台市内（泊）   【宿泊地：仙台市内森重旅館】 

９月１１日 

旅館―南相馬市被災地視察―福島市での学生との交流―いわき市内（泊）【宿泊地：大松旅館】 

９月１２日 

ホテル７：００発――――南相馬市でのボランティア８：３０～１７：００―桃生津山ＩＣ～ 

９月１３日 
～～途中ＳＡにて朝の休憩（約３０分）～～防府ＩＣ―――――山口大学１１：００着 
※―――：バス移動 ～～：高速道路 

南三陸町「さんさん商店街」・・・津波の被害を受けた商店街が仮設住宅で場所を移して営業していた。お店 

            方々に震災当時のお話を聞かせて頂いた。 

五大堂、瑞巌寺、青葉城跡・・・震災の影響で東北の旅行に行きづらくなっている。この現状を打破するために

参加者に東北の良さを知ってもらうため周った。 

南相馬市被災地視察・・・現地の方にガイドをお願いして被災位置の視察を行った。 

福島市での学生との交流・・・東北の学生と交流することでそれぞれの活動の情報交換、これからの活動につい

て話し合い意識を高め合った。 

南相馬市でのボランティア・・・ボランティアセンターにお願いして被災地の家屋の除草作業、清掃に参加した。 



 
 
４．スタディーツアー参加者の感想 
農学部Ｈさん 
東北へ行きたい、ボランティアがしたい、という単純な理由で東北スタディーツアーへの申し込みを決めまし

たが、ツアー内容はとても充実していて、価値のある経験ができたと思います。 
初日に宮城の南三陸、松島、仙台、２日目に福島の南相馬、福島市内を回り、被災地の見学をしましたが、地

域により被災の度合いが大きく異なるとこに驚きました。津波が到達した海側の街は、津波ですべて流されて、

震災から２年以上も経つ現在もまだ復旧作業中であるのに対し、内陸の仙台、福島は街全体として目立った損傷

は見られず、ほぼ元通りになっていました。この差を目の当たりにして、改めて津波の恐ろしさを痛感しました。 
福島大学の学生さんを交えて行ったワークショップでは、大学、学部、学年を超えた意見交流を通して、震災

やボランティアについての考えを深めることができました。私は今まで、ボランティアは、他人にためでなく自

分のためにするものだと思っていましたが、それだけではただの自己満足で終わってしまうことに気づかされま

した。ボランティアは、「やってあげる」や「やらなければいけない」という意識でなく、「やるのが当たり前」

くらいの気持ちでできたら一番いいのかな、と思いました。 
最終日のボランティア活動の内容は、原発 20km 圏内の震災住宅の家具撤去、という、自分の想像とは全く違

うものでした。震災で自宅を手放さざるを得なくなった家主の方のことを思うと、複雑な気持ちになりましたが、

前日のワークショップで考えたことを思い返しながら、一生懸命作業に取り組みました。今回は１件のボランテ

ィア活動にしか携われませんでしたが、復興の一部に直接加わることができてよかったです。 
このスタディーツアーに参加してみて、被災地の現状を知るには、メディアの情報に頼るのではなく、実際に

現地に行って、自分の目で被災地を見ることが必要だと思いました。さらに、そこで得た情報や、経験し学んだ

こと周りに共有し、周りを巻き込んでいけば、震災に対する意識も高まり、復興への追い風になるのでは…と思

います。なので、今回の経験を無駄にせず、次につなげていきたいです。 
 
５．今後の活動 
今後はまずスタディーツアーの反省を行う。そして実際に被災地へ行って自分たちが感じたことを周りの人た

ちに伝えていくことを中心に活動をする。復興支援の意識を広げていくためにはどのような伝え方をすればより

多くの人たちに伝えることができるのか考える。自分たちなりに工夫した伝え方をしていきたいと思う。 
それに加えて、復興支援イベントなどのように何らかの形で復興支援活動に参加し、東北だけでなく大雨の被

害などの災害を受けたところの復興にも協力していきたいと思っています。 
また、地域の方々、山口大学生、県立大学生など多くの方と交流がもてるイベントも行っていきたいと考えて

います。去年とまた違ったコンセプトを立て、イベントを行い新しい形で皆さんとイベントを開催できていけた

らなと思っています。 


